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収集・収蔵機能 調査・研究機能
 展示・情報発信
 機能

 閲覧・レファレン
 ス機能

県民参画機能

・博物館資料の整理作
業への参画
（昆虫・植物標本の作
成・整理、古文書等の
歴史資料の整理業務へ
の参画）
・資料の寄贈・寄託

※実物のモノ資料に触れ
ながら、その保存活動に
参画する。

・県民参画型の調査活
動
（自然愛好会・郷 土
研究会など地域の研究
団体と連携した調査研
究活動）

※博物館の調査研究活動
に対して広く県民の参画
を得て、三重の自然と歴
史・文化への関心を高め
る。

・県民参画型展覧会
（みんなでつくる展覧
会など）
・解説ボランティア
（展示解説や学校見学
対応などの活動への参
画）

※博物館の展示や情報発
信、来館者サービス活動
に参画する。

・ボランティアアドバ
イザー
（閲覧・レファレンス
エリアや「子ども研究
室」でのアドバイザー
活動）

※さまざまな得意分野を
もった県民の参画を得
て、閲覧・レファレンス
活動の幅を広げる。

学習支援機能

・収蔵展示
（見て・触れて・体験
できる自然資料や民俗
資料の収蔵庫など）
・収蔵庫見学
（バックヤードツアー
の実施など）

※資料保存の大切さを実
感的に学ぶ機会とする。

・参加型博物館行事
（フィールドワークや
歴史探訪等の行事な
ど）

※教育普及行事としてだ
けでなく、県内の自然と
歴史・文化に関するデー
タ収集的な性格も兼ね合
わせた活動を行う。

・展示、講演会等
（常設展、特別展・企
画展の見学、講演会等
の受講）
・情報発信
（インターネットや
ミュージアムシアター
等を活用した情報発
信）

※展示見学や博物館の行
事、情報をとおして学
び、博物館への親しみを
深める。

・モノ資料の閲覧
（実物のモノ資料の閲
覧およびそのアドバイ
スなど）
・レファレンス
（三重の自然と歴史・
文化に関する学習や研
究への相談対応）
・「子ども研究室」
（子ども学芸員の活動
の場。自然と歴史・文
化の楽しみ方・調べ方
のアドバイス）

※博物館のモノ資料の魅
力を知り、活用のきっか
けを得る。

地域活動機能

・資料収集・保全活動
（県内の博物館等と役
割分担・協力して行う
地域の自然と歴史・文
化の資産の保全と収
集・収蔵活動）

※県内全域をフィールド
とする収集・収蔵活動を
活性化する。

・地域共同研究
（県内各地域の博物館
や県民・諸団体と連携
して行う三重の自然と
歴史・文化の調査・研
究活動）

※総合的な見地から、地
域の県民・諸施設・団体
と共同で「三重」の研究
を推進する。

・移動展示および教育
普及活動
（県内各地で実施する
移動展示や教育普及事
業）

※博物館から離れた県内
各地域に博物館が打って
出る。

・広域レファレンス活
動（県内の図書館や博
物館等と連携したレ
ファレンス活動）

※館内だけにとどまら
ず、レファレンス活動を
他機関と連携して行うこ
とにより、内容の向上を
めざす。

人材育成機能

・資料および収蔵庫管
理技術の研修・支援
（県内博物館や文化財
等資料の所有者や資料
の保全・保存・修復に
取り組む県民・団体に
対する技術支援・研修
活動・人材交流など）

※三重の資料保全の担い
手を育成し、全県的な資
料保全の機運を高める。

・「県民学芸員」
（参画ボランティア段
階から専門家へとス
テップアップした県民
との共同研究の推進）
・共同研究を通じた人
材育成
（共同研究を通じた県
内研究者相互の能力向
上）

※三重を対象とする研究
の活性化をはかる。

・共同企画展
（県内の博物館や博物
館協会と連携した共同
企画展示の実施）
・県内博物館データ
ベース
（県内の博物館等と協
力した博物館資料の
データベース構築）

※展示やデータベースを
共同で作成することによ
り、技術と情報の共有化
をはかる。

・レファレンス情報の
共有システム
（レファレンス活動で
得られた情報や経験を
県内の博物館や図書館
およびその職員等と共
有できるしくみづく
り）

※レファレンス情報の
データベース化により、
三重の自然と歴史・文化
への知識を蓄積・共有し
て相互に活用する。

博物館機能（タテ糸の機能とヨコ糸の機能）と具体的な活動内容想定例

（資料１）

※ この表は、タテ糸とヨコ糸の機能連動による具体的な活動イメージを想定例としてまとめたもので
あり、新博物館において、これらの活動すべてを実施することを意味するものではありません。
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参－2 

三重県文化審議会 経過 

１ 委員名簿 

＜審議委員＞ 

 名 前 役       職 備    考 

1 今井 正次 三重短期大学生活科学科教授 
新博物館のあり方部会 
（部会長） 

2 大矢 陽子 鈴鹿市立長太小学校校長 文化振興拠点部会 

3 川口 節子 元三重県教育委員長 新博物館のあり方部会 

4 河俣 規世佳 児童文学作家 文化振興拠点部会 

5 櫻井 治男 皇學館大学社会福祉学部長 新博物館のあり方部会 

6 下登 彩 三重ﾃﾚﾋﾞ放送ｱﾅｳﾝｻｰ 文化振興拠点部会 

7 武村 泰男 
鈴鹿国際大学長 
(財)三重県文化振興事業団理事長 

【会長】 
文化振興拠点部会 

8 田部 眞樹子 
NPO 法人三重県子ども NPO ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ理
事長 

文化振興拠点部会 
（部会長） 

9 中川 幾郎 帝塚山大学大学院教授 新博物館のあり方部会 

10 中林 博 NPO法人三重県文化協会理事長 
【副会長】 
新博物館のあり方部会 

11 中村 忠明 (財)岡田文化財団（ﾊﾟﾗﾐﾀﾐｭｰｼﾞｱﾑ） 新博物館のあり方部会 

12 浜辺 佳子 (農)伊賀の里ﾓｸﾓｸ手づくりﾌｧｰﾑ 新博物館のあり方部会 

13 速水 亨 速水林業代表 文化振興拠点部会 

14 三浦 信一 (社)東員町文化協会会長 文化振興拠点部会 

15 山田 康彦 三重大学教育学部長 新博物館のあり方部会 

 
＜専門委員＞ 

 名 前 役       職 備    考 

1 大塚 由良美 桑名市教育委員会生涯学習課長 文化振興拠点部会 

2 小山 憲司 三重大学人文学部准教授 文化振興拠点部会 

3 宇野 文男 福井大学教育地域科学部教授 新博物館のあり方部会 

4 竹林 武一 (財)三重県こどもわかもの育成財団理事長 新博物館のあり方部会 

5 藤原 寛 三重県立博物館館長 新博物館のあり方部会 

6 松生 安彦 前百五経済研究所代表取締役 新博物館のあり方部会 

7 松月 清郎 ﾐｷﾓﾄ真珠島 真珠博物館館長 新博物館のあり方部会 

（資料２） 
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２ 会議の経過 

（１）委員会 
○第１回  平成１９年 ７月２３日（月） 
  ＜内容＞  ・会長・副会長の選任 

            ・諮問 
・新しい文化振興策の考え方について    

            ・部会の設置について    
            ・検討の進め方について 
○第２回  平成１９年 ８月 ８日（水） 
  ＜内容＞  ・検討内容について  

・骨子案（案）について         
○第３回  平成１９年 ９月１８日（火） 
  ＜内容＞  ・「文化振興拠点部会」「新博物館のあり方部会」の中間報告 

・県議会政策討論会議の検討概要報告  
            ・「三重の文化振興方針(仮称)」（骨子案）について  
             ・「博物館に関する基本的な考え方」（案）について  

・県民意見交換会の開催概要等について       
○第４回  平成１９年１１月２０日（火） 
  ＜内容＞  ・県民意見交換会における意見への対応   

・「三重の文化振興方針(仮称)」（中間案）について   
・「新博物館のあり方について」（素案）について 

○第５回  平成２０年 １月２９日（火） 
  ＜内容＞  ・「三重の文化振興方針(仮称)」（答申案）について  

・「新博物館のあり方について」（答申案）について 
 
（２）部会 
  ① 文化振興拠点部会 
○第１回  平成１９年 ８月２３日（木） 
○第２回  平成１９年 ９月 ３日（月） 
○第３回  平成１９年１０月１７日（水） 
○第４回  平成１９年１０月２９日（月） 

  
  ② 新博物館のあり方部会 
○第１回  平成１９年 ９月 ４日（火） 
○第２回  平成１９年 ９月１１日（火） 
○第３回  平成１９年１０月２３日（火） 
○第４回  平成１９年１１月 ６日（火） 
○第５回  平成２０年 １月１８日（金） 

     
（３）県民意見交換会 
    ○第１回  平成１９年１０月２０日（土） （鈴鹿市） 
   ○第２回  平成１９年１０月２１日（日） （松阪市） 
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三重県における博物館整備にかかる経緯 
                                      生活部作成 

 整備にかかる経緯 その他の動き 

Ｓ２８年 ６月 ○三重県立博物館 開館  

Ｓ５７年 ９月  三重県立美術館 開館 

Ｓ６１年 ２月 ●三重県文化審議会「三重県における博物館構想」答申  

Ｈ １年１０月  斎宮歴史博物館 開館 

Ｈ ３年 ３月 ◆県議会「県立中央博物館の早期建設について」 
請願採択 

 

Ｈ ５年 ７月 ○「三重県センター博物館(仮称)基本構想」公表  

Ｈ ６年 ３月 ●「三重県センター博物館(仮称)基本計画」策定  

Ｈ ６年１０月  県総合文化センター開
館（県立図書館開館） 

Ｈ ７年 ３月 ○「三重県センター博物館(仮称)展示基本設計」策定  

Ｈ ７年 ４月   ○「三重県公文書館(仮称)基本計画」策定  

Ｈ ８年 ２月 
Ｈ ８年 ３月 

○「三重県公文書館基本設計」策定 
○「三重県センター博物館(仮称)建築基本設計」策定 
※センター博と公文書館、同一敷地内に別棟として 
 設計 
→その後、経費圧縮のため合築計画に変更 

 

Ｈ１０年 ３月 ○センター博・公文書館計画白紙に（「ハコ物」建設抑制方針）  

Ｈ１０年 ８月   ○「新しい博物館を考える懇話会」設置  

Ｈ１１年 ３月 ○「新しい博物館についての提言」（懇話会中間報告）  

Ｈ１２年 ３月 ●「私たちのもとめる博物館についての報告」（懇話会最終報告）  

Ｈ１４年 ３月 ◆県議会「三重県における自然系博物館整備を 
求める請願書」採択 

 

 ○懇話会の最終報告以後、実現に向けた検討が重ねられたが
結論得られず 

 

Ｈ１４年１１月 ○博物館整備検討プロジェクト会議を設置し、再度、当
初の基本構想をふまえ、新たな検討をすることに 

 

Ｈ１５年 ３月 ◆自民党県議団･無所属ＭＩＥ「ミュージアム構
想に関する提言(第１次)」提出 

 

Ｈ１６年 １月 ●「三重県の新しい博物館のあり方について 提言」 
（博物館整備検討プロジェクト会議） 

 

Ｈ１６年 ５月 ○プロジェクト会議の提言をうけて、自然資産・文化資
産調査および新博物館整備検討業務実施→１２月完成 
○一方、公文書館計画は、その一環として「歴史資料の 
 保存活用環境づくり事業」を実施（Ｈ１６～１８年度） 

 

Ｈ１７年 ３月 ○「三重県立博物館整備にかかる当面の方針」公表 
※財政事情から博物館の建設は当面見送り、現博物館の
改修（暫定整備）と移動展示を先行実施することに 

 

Ｈ１８年１０月 ○「暫定整備基本設計・耐震補強計画」策定 
 精査の結果、改修に多額の費用がかかることが判明 

 

Ｈ１９年 ２月 ○知事選挙公約に新博物館構想の検討を掲載 熊野古道センター開館 

●の詳細については、資料４別紙を参照 

 （資料４） 



（資料4別紙）

県立博物館整備に関するこれまでの検討内容の概要
生活部作成

名
称
「三重県における博物
館構想」答申（※）

三重県センター博物館
（仮称）基本計画

私たちのもとめる博物
館についての報告

三重県の新しい博物館
のあり方について 提言

会
議 三重県文化審議会

三重県センター博物館
（仮称）建設委員会

新しい博物館を考える
懇話会

博物館整備検討プロ
ジェクト会議

時
期 昭和６１年２月 平成６年３月 平成１２年３月 平成１６年１月

特
徴

センター博物館（中央
博物館）と５つのテー
マ博物館（地域別専門
博物館）によるネット
ワークの構築をめざ
す。

昭和６１年２月の答申
を受け、基本構想（平
成５年度）を経た上で
策定。

県民の学習と学術文化
の拠点、三重県の自
然・歴史・文化のデー
タバンクとして、県民
の交流と地域の国際化
を展開する総合・セン
ター博物館。

・自然系に重点を置い
た博物館
・県民が主体的に企
画・運営に関わる県
民参画型の博物館

コア博物館とサテライ
ト（圏域博物館）が活
動の両輪となる県民参
画型の総合博物館。生
涯学習施設・県総合文
化センターとの連携を
重視。（総合博物館）
サテライトの施設は、
学校の空き教室・公民
館等の既存の施設の活
用や、県内の他の博物
館の協力などを想定。

目
的

①新たな文化を創造す
る場をめざす
②三重県の自然及び歴
史文化の保全と紹介

三重県の自然・歴史・
文化を総合的にとら
え、日本・世界の中で
の位置づけを探るとと
もに、県民の交流と地
域の国際化をうながす
活動の場づくりを行
う。

過去・現在を知ること
により、自然と人の未
来を考える役割を担
う。
企画段階からの県民参
画や、五感による感受
性、体験型を重視した
活動を行う。
活動全般に県民が主体
的に関わり、誰でもが
楽しむことができる博
物館とする。

人づくりに役立つ生涯
学習施策を提供し、三
重県を魅力ある社会に
するための活動を行
い、その拠点となる。

テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
等

①三重県の独自性を打
ちだした博物館
②具体的な課題を軸
に、学際・国際的な
交流ができる博物館
づくり
③親しみやすく魅力に
富む博物館
④学校教育・生涯学習
と博物館の連携
⑤最も進んだ情報技術
を取り入れた博物館
間の連携
⑥真のニーズに立脚し
た博物館づくり

２１世紀を想定した博
物館
地域特性を活かした拠
点となる博物館

・総合博物館
・センター博物館
・県民に開かれた博物
館

「自然と人の交差点」
自然系博物館と位置
づけながらも、自然そ
のものだけを対象とす
るのではなく、自然と
日常的な人のくらしと
のかかわりの変遷や、
これからの自然と人の
あり方、つきあい方な
どについて、長期的な
視点での探求を究極の
目的とする。

・未来を考える博物館
・楽しい博物館

「みえ 人と自然の対
話」
（サブテーマを５～６
年ごとに設定）

「豊かなみえの自然と
歴史を発見し、体験
し、感動するミュージ
アム」
常にわくわくする心と
新しい出会いがある博
物館

この表の作成にあたっては、県立博物館にかかる記述を中心に整理した。

※「三重県における博物館構想」は、県全体における博物館整備についての答申であるが、

斎宮歴史博物館はこ
の構想をもとに設置
（平成元年１０月）
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